
一年間の作品 

 「ぼくとわたしのたからもの展」（作品展）は、

子ども達と一年間を振り返りながら準備を進めま

した。子どもらしい思いを様々な形で表現してい

る作品や園で過ごしている様子の写真を見ていた

だきました。また、幼児クラスは３日にひな人形、

１７日に一年間の作品を持ち帰ります。制作や絵

画という具体的な形で子どもたちの表現する楽し

さや日々の成長を感じて 

頂けたと思います。 

 

                                                 大宮こども園 令和 5 年 3 月 

                             

 冷たい風がまだ吹くことがありますが、園庭の花壇ではチューリップの芽が顔を出し、少しずつですが

確実に春に近づいているようです。 

乳児クラスは洗濯ばさみを使って遊んだり、幼児クラスは制作に取り組んだり、指先を使った遊びから

それぞれの発達年齢に合ったサーキット遊びなど全身を使った遊びまで様々な遊びを楽しんでいます。 

先日の保育参観は、感染予防のため地区別の参観とさせていただきましたが、できるようになったこと

やこども園で頑張ったり、楽しんだりしている様子を見てもらい、子どもたちの成長を感じて頂けたと思

います。 

今年度も残りわずかとなってまいりましたが、４月当初に比べ子どもたちは友だちと一緒に様々な経験

をし、大きな成長を感じられます。また、入学や進級に向けて期待に胸を膨らませています。そんな子ど

もたちの気持ちを受け止めながら、一年の締めくくりの日々を充実させて健康で楽しく過ごせるようにし

ていきたいと思っています。 

 

 

１日 水 食育教室（3 歳児） 

３日 金 ひな祭り会 

７日 火 発育測定（0.1.2 歳児）・お別れ遠足（5 歳児） 

８日 水 発育測定（3.4.5 歳児） 

 ９日 木 誕生会 

１０日 金 避難訓練・絵本貸し出し最終日 

１６日 木 お別れ会（3.4.5 歳児は空の弁当箱をお願いします） 

１７日 金 作品持ち帰り（3.4.5 歳児） 

２４日 金 卒園式（5 歳児） １号認定児 11:30 降園 

２５日 土 1 号認定児学年末休業日（~31 日）  ※1 号認定児学年始休業日（4/1~4/5) 

３１日 金 午睡布団持ち帰り 

園開放日 ３日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 

☆お別れ会（１６日）３．４．５歳児 

  お弁当箱給食をしますので、空のお弁当箱を２個持ってきてください。（タッパーでも可） 

  １個の弁当箱には自分でおにぎりを作って入れ、もう 1個には給食のおかずを入れます。 

  ５歳児が自分たちで田植えからモミすりまでした赤米も一緒に炊きます。 

  箸も忘れずに持ってきてください。 

   

  

  

＊入園式 ４月６日（木）  

○０～３歳児 全保護者列席 

○４，５歳児 新入児保護者列席 

（1 号認定児１１：３０降園） 

 

 

 

保護者会役員様をはじめ、保護者の皆様には、温か

いご理解・ご協力を頂き、ありがとうございました。

職員一同、心より感謝しております。 

 

＊卒園式 ３月２４日（金） １０：００～      

卒園児保護者のみ列席 

〇卒園児（2 号認定児・預かり保育）は卒園式後、

希望保育となります。  

（２４日午後～３１日） 

※希望保育を利用される方は合同保育の為、午睡 

布団を準備してください。 

  ３月１０日（金）までに園の方にお知らせください。 

   （口頭やメモ書きでよろしいです） 

〇在園児（2・3 号認定児・預かり保育）は 

通常保育です。 

 

 

 

３月の目標 

・就学、進級への期待をもち、意欲的に活動する。 

・身近な自然の変化に気付き、春の訪れを楽しみにする。 大宮こども園だより 

食育教室 

 3/1を最後に今年度は3回の食育教室を実施し小森

栄養士の話を聞きました。 

①「早寝・早起き・朝ごはんの大切さについて」 

②「うんちから自分の元気な体を知る」 

③「食べ物の働きと食事のバランスについて」 

 子ども達は、毎回楽しみにして、楽しく参加して

いました。今まで教えてもらったこともよく覚えて

いて、自信を持って手を挙げ、発言する姿が見られ

ました。 

「甘え」で充電 

新たな環境に対して不安を感じやすいこの時期、い

つもより甘える子どもの姿が見られます。抱っこをせ

がんだり、わがままを言ってみたりすることがありま

すが、受け入れてあげてください。満足するまでたっ

ぷり甘えた子どもは、しっかり充電して、安心して次

のステップへと踏み出すことができます。 


